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年に１度は特定健診を受けましょう！
　笠間市国民健康保険の被保険者で、平成29年度に40歳以上74歳以下の方は、市で行う特定健診を受けましょう。
定期的な受診は、ご自身の健康状態を確認する機会となり、メタボリックシンドロームや生活習慣病の予防につなが
ります。

※集団健診の内容や日程、会場は【平成29年度保健センター年間予定表】の1ページから5ページをご確認ください。
※医療機関健診は、「茨城県医師会特定健康診査集合契約」に参加する医療機関での受診となります。受診希望の方は、参加医療

機関へ事前にご確認のうえ、受診してください。
　なお、保健センター等で実施する集団健診と健診内容が異なる部分があります。ご不明な点は保険年金課または各支所市民窓口

課へお問い合わせください。

◦各保健センター等の実施する「集団健診」
◦参加医療機関が実施する「医療機関健診」

「特定健康診査受診券」「保険証」「個人負担金（特定健診のみの場合は1,000円）」

◦市で助成する人間ドック、脳ドックを申し込まれた方は、検査内容が重複するため、特定健診を受
診することができません。特定健診は、年度内１回の受診となります。

◦社会保険喪失や転入等で新たに国民健康保険に加入された方のうち、特定健診を希望される方は受
診券を送付しますので、下記までお問い合わせください。

◦各種健康保険組合等の被扶養者の方は、市で実施する集団健診を受診できない場合があります。く
わしくは、ご加入中の各種健保組合等へご確認ください。

◦特定健診を受診した結果、特定保健指導に該当となった方は、後日通知を送付しますので、必ず保
健指導を受けてください。

受診方法

市内参加医療機関

受診当日の
持ち物

ご注意
ください

【問い合わせ】保険年金課（内線139）　　笠間支所市民窓口課（内線72123） 　 岩間支所市民窓口課（内線73182）

医 療 機 関 名 所 在 地 電 話 番 号
あさひクリニック 笠間市旭町108-6 0296-78-5011
石本病院 笠間市石井2047 0296-72-4051
梅里クリニック 笠間市下郷4468 0299-45-2002
笠間市立病院 笠間市中央1-2-24 0296-77-0034
神里医院 笠間市笠間1256 0296-72-0177
河村医院 笠間市笠間223 0296-72-2121
佐藤医院 笠間市笠間981-8 0296-72-0032
菅谷医院 笠間市下郷4425-37 0299-45-2172
立川記念病院 笠間市八雲2-12-14 0296-77-7211
友部セントラルクリニック 笠間市鯉淵6679-11 0296-73-4110
ねもとクリニック 笠間市大田町215-13 0296-77-7011
塙医院 笠間市八雲2-4-11 0296-77-0072
常陸クリニック 笠間市旭町472-1 0296-78-5911
わたなべ整形外科 笠間市鯉淵6266-140 0296-70-5577

【問い合わせ】保険年金課（内線144）

医療費の適正化にご協力をお願いします
国民健康保険に加入されている皆さまへ

柔道整復師（整骨院・接骨院）の正しいかかり方

　柔道整復師による施術は、国民健康保険の使用に制限
があります。施術を受ける前にきちんと確認して正しく
施術を受けましょう。

＜施術を受けるときの注意事項＞
•負傷原因を正確に伝えましょう。
•療養費支給申請書の内容をよく確認
してから署名しましょう。

•施術が長期にわたる場合は、医師の
診断を受けましょう。

•領収書は必ずもらいましょう。

＜保険証が使えません＞
•日常生活における単純な疲労や肩こり・腰痛等
•病気（神経痛・リウマチ･五十肩等）による痛み
•脳疾患後遺症等の慢性病
•症状の改善がみられない長期の施術
•スポーツなどによる肉体疲労
•交通事故や仕事中に起きた負傷
•保険医療機関（病院など）で同じ負傷を治療中
＜保険証が使えます＞
外傷性の原因による
•打撲　　　　•ねんざ
•挫傷（肉離れ等）
•骨折・脱臼（緊急時以外は医師の同意が必要）

鍼灸師の正しいかかり方

　はり・きゅう・マッサージ等の施術を
国民健康保険で受けるときは、医師の
同意書を提出することで、国民健康保
険を利用することができます。
　国民健康保険が利用できる疾病は、
右記をご覧ください。

＜はり･きゅう＞
•神経痛　　　•リウマチ
•腰痛症　　　•頸腕症候群
•五十肩　　　•頸椎捻挫後遺症
＜マッサージ＞
　関節が自由に動かない、筋肉が麻痺しているなどの症
状があり、治療上マッサージが必要と認められた場合。

ジェネリック医薬品を活用しましょう

　ジェネリック医薬品は、新薬の特許が切れた後に、新
薬と同じ成分・効き目で作られた低価格のお薬です。
　価格は新薬より3～5割程度安くなる場合が多いようで
す。新薬と同等の薬を使いながら、薬にかかる自己負担
額を節約できるというメリットがあります。

＜ジェネリック医薬品希望シールを配布しています＞
　シールを保険証に貼れば、手軽に意思表示できま
す。ぜひご利用ください。

ジェネリック医薬品の価格や使用などについては、

医師・薬剤師とよく相談してください。

ジェネリック
医薬品希望

配布窓口：保険年金課、各支所市民窓口課

　国民健康保険は、皆さまの国民健康保険税などで運営されています。市では、国民健康保険の医療にかかる費用
の適正化を推進しています。相談が必要と思われる方に、保健師が訪問させていただく場合がございますので、ご
理解いただきますようお願いいたします。


